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世界のＧＤＰ成長率に対する

図表１ 世界経済を牽引するアジア
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（注）1. アジアは、日本、中国、インド、ＮＩＥｓ（香港、シンガポール、韓国、台湾）、ＡＳＥＡＮ４（インドネシア、
マレーシア、フィリピン、タイ）、ベトナム、バングラディシュ、ミャンマー、カンボジア、ラオスの計16か国。

2. 2013年のデータが未公表の場合、2012年のデータを用いた。
（資料）IMF、World Bank、United Nations、各国統計



図表２ 内需主導の成長への移行
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（注）1. アジアは、日本、中国、インド、ＮＩＥｓ（香港、シンガポール、韓国、台湾）、ＡＳＥＡＮ４（インドネシア、
マレーシア、フィリピン、タイ）、ベトナム、バングラディシュ、ミャンマー、カンボジア、ラオスの計16か国。

2. 2013年のデータが未公表の場合、2012年のデータを用いた。
（資料）IMF、World Bank、United Nations、各国統計



図表３ アジアの中央銀行と日本銀行との間の
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